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皆さん、こんにちは。２０年ぶり

に西脇南中学校に帰ってきました。

帰り道に校舎を見たら、懐かしいか

なと思ったのですが、全く生まれ変

わっていて、懐かしさというよりも

新鮮な気持ちで今日はここにいます。

車を停め、校長室へ行く途中に出会っ

た生徒さんから「こんにちは」と声

をかけていただいて、嬉しかったで

す。ありがとうございます。今日は

「夢の実現」というちょっと大げさ

な題目なのですが、テストのあとで

生徒の皆さんも疲れているかと思い

ますので、あまりしつこくならない

ように話を進めていくようにします。

皆さんが期待しているような内容か

どうかわからないのですが、終わり

までお付き合いいただければと思い

ますので、よろしくお願いいたしま

す。

先程、簡単に私の紹介をしていた

だいたのですが、今日は自己紹介か

らはじめて、パイロット、そして機

長になるまで自分自身を振り返り、

最後は皆さんにメッセージをお伝え

して、終わろうかなと思っています。

自己紹介

まず自己紹介ですが、私は西脇の

野村町出身で、西脇南中学校卒業後、

社高等学校に入学しました。そのあ

と大阪航空専門学校に入り、卒業後、

株式会社ジェイエアに入社しました。

そして、今こうして機長として、皆

さんの前でお話しをさせていただい

ています。現在の職業は、先程ご紹

介いただいたように、株式会社ジェ

イエアでボンバルディアＣＲJ２００

の機長をやっています。これは夏の

情報なので、古くなっていますが、

今すでに８７００時間、飛んでいま

す。飛んでいるのは国内だけで、１

５路線あります。一番遠いところで

あれば、大阪空港から札幌・千歳空

港まで飛んでいます。

簡単に私が所属している会社の紹

介をいたします。平成８年にできた

会社で、皆さんが生まれるより少し

前に設立された会社です。社員数は

西脇南中学校の生徒と先生を合わせ

た人数より、少し多いかなと思いま

す。そのような規模の会社です。北

は北海道・女満別空港から南は九州・

鹿児島空港まで、国内の路線を飛ん

でいます。２機種の飛行機が飛んで

いまして、こちらのＣＲＪ２００と

書いてあるの、はカナダ製の飛行機

です。これは私の今乗務している飛

行機になります。このＥ１７０と書

いてある方が、エンブラエルという

ブラジルで造っている飛行機で、７
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６人乗りです。この２機種で国内を

飛んでいます。

中学高校時代

このようにパイロットとして、皆

さんの前でお話しさせていただいて

いるのですが、皆さんと同じ中学校

時代はどんなんだったかなというと、

その頃から、「何が何でもパイロッ

トになりたい」と思っていた訳では

ありません。小学生の時、たまたま

地域のソフトボール大会に参加して、

そこで活躍できて、ソフトボールが

大好きになり、その魅力にはまり、

中学校でソフトボール部に入部しま

した。そして、３年生ではキャプテ

ンになりました。その頃市内では西

脇中学校、西脇東中学校、西脇南中

学校の３校だけだったのですが、そ

の中でも西脇中学校がかなり強くて、

南中学校でプレーをしていてもなか

なか市内で勝てず、辛い思いをして

いました。

高校は社高校へ行ったと申し上げ

ましたが、なぜ社高校へ進んだかと

いうと、強いチームでソフトボール

をやりたかったからです。当時社高

校は全国大会に行っていましたから、

市内で勝てなかった中学校時代の悔

しさを払拭して、ソフトボールで全

国大会を目指そうということで、社

高校に入学しました。朝から晩まで

ソフトボールをやっていたのですが、

中学生の頃やっていたピッチャーで

は芽が出ませんでした。他にもいろ

いろな中学校から強い選手が集まっ

ていたので、とてもピッチャーでレ

ギュラーを取れるような状況ではな

かったのです。がんばっても、他に

もっと上手な人がいたので、そのう

ちにポジションを変えてキャッチャー

にシフトしました。最終的に全国大

会には行けなかったのですが、かな

り惜しいところまで進みました。３

年生では近畿大会に出場しました。

中学校、高校時代の話をしますと、

ソフトボールの話しかできないとい

うほどの学生時代でした。勉強のこ

ととかはそんなに覚えていません。

中学校３年生になった時に、担任の

先生は誰だったのか、と中川先生か

ら聞かれたのですが、「誰だったの

かな」、とちょっと思い出せないぐ

らいソフトボールのことしか頭にな

かった、そんな中学・高校時代を過

ごしていました。
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パイロットを目指そうと思ったきっかけ

そのような私が、「なぜパイロッ

トに？」と皆さんは思われるでしょ

うが、次にいつからパイロットの夢

を持ったのか、またその後ライセン

スを取得したり会社に入ったり、機

長になるまでどのように過ごしてき

たのかを皆さんにお話ししたいと思

います。

中学・高校時代は、先程言ってい

ましたソフトボールがほぼメインで

したが、それとは別に「鳥のように

空を飛んでみたい」という気持ちが

ありました。これが、ほんのささい

なきっかけです。飛ぶのならパイロッ

トなのかなと思っていました。やは

り周りの人には、時々言っていたよ

うですが、ソフトボールがその頃の

自分の人生の一番ではありました。

本当は、高校を卒業しても、大学

へ行っても、その後ずっとソフトボー

ルを続けたかったのです。実業団に

入って活躍したいとか、オリンピッ

クに行けたらいいなとずっと思いな

がら、高校時代一生懸命練習してい

ました。その中で、選手になれるの

か正直自信がなくなってしまいまし

た。自分より上手い人をたくさん見

てきたし、そんなに力があるわけで

はないし、「自分はそんなに優秀な

選手ではないのかな」というふうに

だんだん自覚してきました。これは、

２００８年北京オリンピックでソフ

トボール女子が優勝した写真ですが、

このようなのに本当に憧れていまし

た。

でも、実際は自信がなくて、ソフ

トボールの道に進めるか、進んでも

ここまで（オリンピック出場ぐらい

のレベルまで）いけるかということ

には不安をもっていました。悩み続

けたのですが、自分のソフトボール

の実力に限界を感じてしまいました。

この先どうしようか、中途半端になっ

ても意味がないな、大学に行って同

好会で遊びの感じでやってみてもあ

まり意味がないかなと思いました。

その頃は大学に進んで勉強したいこ

とも特になかったので、高校卒業し

たら就職しようかなと考えました。

でもやりたいことは何かなと、やり

たいこともないのにただ就職して、

お金を稼ぐだけで本当にいいのかな

3



と思いました。そのときに思い出し

たのです。自分は「まだ空を飛びた

い」、と憧れていることに。

空を飛ぶということには、いろい

ろなイメージがあると思います。飛

行機やヘリコプター、ハングライダー

や色んな飛ぶ乗り物が他にもあるの

ですが、飛行機がいいなと思いまし

た。そんな小さい気持ちが大きくなっ

て、卒業したらパイロットになろう

と決意しました。

パイロットといってもどうやって

なるか分からないけれど、とりあえ

ず飛行機に乗ってみようということ

で、どうやったら乗れるのかな、高

校卒業してどうしたらいいのかなと

考えたときに、飛行機を持っている

会社とかに就職しなくても、飛行機

の免許をとるための学校があるとい

うのを知りました。

また高校を卒業したら、家を出た

いとずっと思っていました。反抗期

ということもあって、両親のもとを

離れて一人で自由に生きていきたい

な、という気持ちもありました。西

脇を出て大阪に行きたいと思ってい

たら、ちょうど大阪に飛行機の専門

学校がありました。これが「大阪航

空専門学校」です。試験もそれほど

に難しい内容ではなく、簡単な適正

試験みたいなのを受けまして、無事

合格しました。皆が大学受験をやっ

ているなか、早々に専門学校に行く

ことを決めていました。

ライセンス取得まで

専門学校に入ってライセンスを取

るのですが、パイロットになるといっ

ても、どんな飛行機に乗って、どん

な仕事がやりたいのかなと考えたと

き、小さな飛行場からどこかの隣の

街まで、飛行機で街から街へ飛んで

いく、このようなことができれば楽

しいのではないかなと思っていまし

た。ただ、現実に小型機の仕事とい

うのは、「使用事業（航空写真、遊

覧飛行）」といわれる仕事しかなかっ

たのです。空港から飛び上がって写

真を撮ったり、あとはクリスマスに

よくあるのですが、夜景を観たいと

いうお客さんを乗せて飛ぶ遊覧飛行

といった仕事くらいしかなかったの

です。街から街へ飛んだら楽しいと

いうような、思い描いていた仕事は

なかったのです。理想とは少し違う

が、仕方がないかなと思いました。

私が今いる「エアライン（航空会

社）」というのは、知っている人も

いるかも知れませんが、たくさんの
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お客さまを乗せる大型の旅客機を飛

ばすわけです。当時、エアラインの

業界はどうだったかといいますと、

１９９０年代、９４年に私が高校生

の時代、初めてパイロットとして日

本航空（JAL）に女性の方が採用さ

れ、その後１９９７年、私が高校３

年のとき私が今いるJ-AIRに初めて

の女性パイロットが誕生した時代で

す。エアラインに関しては、まだ女

性が進出し始めたばかりの時代でし

た。エアラインを目指していたわけ

ではないのですが、実際、自分がパ

イロットになろうと思っていたこと

に一歩踏み出したのは、このような

時代でした。

その後、大阪航空専門学校に入り、

大阪の八尾空港という小さな空港で

パイロットを育てている「朝日航空」

という航空会社にそのまま寄託され

て、専門学校生なのですが、パイロッ

トを育てる会社にポンと丸投げされ

て訓練を受けました。まず、入学し

たら学科試験に合格しないとスター

トできないということで、1年目に

「自家用操縦士免許」の取得を目指

しました。これはクルマの免許と同

じです。飛行機の運転ができるとい

うことです。２年目に何をするかと

言いますと、「事業用操縦士免許」

の取得を目指します。これが何かと

言いますと、車でもありますように

タクシーの運転手とか車を運転して、

お金を稼いでいいですよということ

と同じで、飛行機を操縦してお金を

稼いでいいですよということです。

いわゆるプロのパイロットの免許で、

これを２年で取得するわけです。

入校後、飛行機を飛ばす訳ですが、

基礎学習というのがありました。空

にもルール、法律があります。あと

は、天気の悪いとき飛んで事故をし

てはいけないということで、気象の

勉強があり、航空工学では、なぜ飛

行機は飛べるのかというという勉強

などが必要でした。飛行機を飛ばす

だけではなく、それ以外の勉強もし

ました。入校後は１０時間程度のフ

ライトの基礎訓練というのもありま

した。これが大阪にある八尾空港で

す。短い滑走路です。これは私が初

めて乗ったセスナ１７２型という４

人乗りの飛行機です。これで訓練を

始めました。日本では１０時間訓練

をしました。

理想と現実のギャップとここに書
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いていますが、実際にその世界に入っ

てみますと、思っていたより自由で

華やかなことより、かなり違うなと

いうことを感じることがたくさんあ

りました。

まず、制服は飛行機に乗るだけな

のに、きちっとカッターシャツを着

てネクタイをしなければいけないの

です。窮屈だな、もっと自由な方が

いいなと思いました。マンツーマン

の座学と書いていますが、その当時、

専門学校で飛行機の学科に入学した

のは、私一人しかいなかったのです。

飛行機の専門学校を出て飛行機の免

許を取るというのはそんなにメジャー

ではなかったということです。これ

を希望する人はたくさんいなかった

のです。私が入った年は、本当に私

一人でした。教官と１対1で授業を

受けなければならなくなってしまい

ました。あと、乗り物酔いをする人

がこの中にいるかもしれませんが、

私も車酔いがもともと激しい方で、

初めは飛行機でも残念ながら時折酔っ

てしまっていました。一度飛び上がっ

たらしばらく帰って来れません。そ

の間、飛行機酔いが激しくて、かな

り辛くなり、飛行機が向いてないの

ではとも思いました。また、操縦技

量も上達せず、かなり自信喪失になっ

てしまいました。

そのような頃、海外に飛行機の本

格的な訓練するために留学しなけれ

ばいけないことになりました。英語

も喋れないし操縦技量も上達しない

し、このまま続けても大丈夫かなと

いう自信のない状態で渡米しました。

行った先はカリフォルニア州で、

これがアルプス・ナイスエア、これ

もアメリカのパイロットを育てる訓

練学校です。

なぜ海外に行くのかという理由は、

単純に安いからです。日本の５分の

１から４分の１ぐらいの費用で飛行

機の免許が取れるのです。あと、こ

こは重要なのですが、飛行機の免許

が日米共通です。車の免許で、国際
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免許に書き換えればアメリカなど海

外でも運転できるのと同じで、飛行

機の自家用操縦士免許は日米共通で

す。車でも国際免許でも書き換えれ

ば、アメリカでも日本でも乗れるの

と同様に、飛行機の免許もアメリカ

で取っても書き換えれば日本で乗れ

るということです。

訓練は約２か月ですが、日本でやっ

ていたのとほとんど同じような座学

訓練、基礎学習とフライト訓練を受

けます。さらに学科試験を受けます。

その後何回かのフライト訓練をした

後、普通は教官と一緒に飛ぶのです

が、発展して一人で飛んでください

という「ソロフライト」を行います。

また通常の訓練では普通空港から飛

び上がって空港の周りで練習して、

その空港にまた帰ってきますが、

「クロスカントリー」という訓練で

は、飛び上がった空港と別の空港に

着くという訓練を行います。そして、

この学校自体の先生に、この人はパ

イロットになっていいですよ、とい

うお墨付きをもらわなければならな

い試験がありました。最後に実際ア

メリカでそのような試験をやってい

る、日本で言えば国土交通省にあた

る資格をもった機関で実施試験を受

けます。試験は英語で行われます。

これが訓練をしていたリードヒルビュー

空港です。

１日の訓練スケジュールは、大体

半日ぐらいでやっていました。朝、

８時に出発して、学校に着くと１時

間ぐらいグランドスクール（地上学

習）をし、１時間フライトをやり、

その後は自由でした。休みの日は観

光したり航空ショーを見に行ったり

して、結構時間があって自由でした。

留学する前は不安と自信喪失のま

ま海外留学に出かけましたが、日本

とは全く違う環境の中で訓練できま

した。服装も自由で、Ｔシャツ、短

パンＯＫです。思い描いていたのと

は少し違う、自由な雰囲気です。学

科試験は、一夜漬けをテスト前に皆

さんすると思いますが、こちらでは

勉強して今一番能力がある時に受け

られるのです。日本であれば、年に

３回、その試験に申請してから受け

ないといけないということになって

います。でも、アメリカでは、いつ

でも自分の調子が良いときに受けら

れるようになっているのです。教官
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も自由にやらせてくれて、伸び伸び

とした教育がされていました。カリ

フォルニアがどの辺にあるかを、皆

さん知っていますか。アメリカの西

の方、地図で見たら左手の方です。

土地が広くて気持ちがよいのです。

私はやっと、ここで初めて空を飛ぶ

楽しさを知りました。抱いていた不

安感は嘘のようでした。日本人がた

くさんいたので、結局英語はしゃべ

れないままでした。

このように楽しみながら自家用操

縦士の免許の取得を取得しました。

これでやっとパイロットの仲間入り

で、自分で飛行機を借りて飛ぶこと

ができます。訓練と試験が終わり、

日本に帰国しました。

２年目にもまたアメリカに留学す

るのですが、同じように６月、７月

頃に行きました。それまでに何をし

ていたかといいますと、時々大阪で

ちょっと飛んだり、整備のお手伝い

をしたりとか、あとは飛行機の構造

などをいろいろ教わったりしていま

した。

２年目のアメリカ行きですが、何

のために行ったかといいますと、双

発機の資格取得のためです。最初、

セスナ１７２という飛行機、写真を

見てもらいますと、これまでの訓練

機はエンジンが１個しか付いてなかっ

たのですが、このときから乗り始め

た双発機は２つ付いています。

２つ付いていると何が良いかとい

いますと、パワーはもちろんですが、

1つエンジンが止まっても、もう１

つのエンジンで空が飛べるのです。

あとは事業用操縦士免許取得のため

の経験付けです。プロのパイロット

になるには経験も必要なのです。そ

の必要な経験というのは飛行時間を

稼ぐことです。2年目はこのような

ことをやりました。

「クロスカントリー」と先程言い

ましたが、飛行場を飛び上がって、

どこか別の空港に飛ぶのは、結構楽

しいのです。ここは私が一番好きだっ

た空港なのです。ニューヨークステー
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キでお肉が美味しいと評判です。こ

こはよく行きました。どこへ行くの

も自由なのです。行った先でも美味

しいものを食べることを楽しんでい

ました。

相変わらず休日は方々へ行きます。

モントレー、ここはあまり有名では

ないです。ここはナパ、ここはワイ

ンが美味しくてワイナリーも沢山あ

るところです。２年目も楽しく過ご

しました。ライセンスの取得、これ

は私がライセンスを取りに行った空

港の近くです。カジノが街にある空

港で、何人か友達を連れて行って、

自分は試験を受けている間に友達は、

遊んでいました。

これで海外の全ての訓練が終了し

ました。いよいよ今度はプロのパイ

ロットライセンスの取得を目指しま

す。

アメリカで取っても日本では使え

ないので、日本で仕事をするには日

本でライセンスを取るしかありませ

ん。また、同じようにいろいろな勉

強をして、訓練をして、試験を受け

ました。実地試験は口述試験で、こ

れは試験官に質問されて、それに対

して答える試験です。そして飛行機

の操縦とナビゲーションですが、大

阪から例えば岡山空港まで、地上を

見ながら飛んでいくといった試験で

す。ちゃんと自分で計画した通りに

目的地に着けるか、自分が持ってい

る燃料の中で着けるかという試験で

す。

入学してから、ここまで約１年半、

苦労もありながら、事業用操縦士を

取得しました。これでやっとプロの

仲間入りです。これで飛行機の仕事

ができます。そうして専門学校を卒

業しました。

エアライン・パイロットを目指して

この後、就職活動をするのですが、

この頃、就職氷河期といわれて、ど

この職種もどの業種も、採用がほと

んどない時代でした。私が行きたかっ

た使用事業会社（エアライン）は、

採用もしなければ、募集すらしてい

ない状況でした。

この後、使用事業がダメだったか
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ら、エアラインを目指したのかとい

いますと、そうでもないのです。エ

アラインを目指すに至るまで次のよ

うな流れがありました。

まず、採用どころか募集もないよ

うな現状を、どうしようかと考えま

した。私以外にも飛行機のライセン

スを取るためにたくさん訓練をして

いた人たちは、皆エアラインへの就

職を希望していました。大きな飛行

機に乗りたいという人が周りにたく

さんいました。私以外は、ほぼ全員

エアラインを目指していました。こ

のような人たちの話を聞いています

と、だんだんエアライン・パイロッ

トはスゴイと思うようになり、パイ

ロットとして目指すべきは、やはり

エアライン・パイロットでしょうと、

だんだんこんなふうに、半分洗脳み

たいな感じになっていきました。ま

た、エアライン・パイロットはパイ

ロットとしての能力が一番上ではな

いか、それならば自分もここに行け

たらいいなと思いました。あとは、

やはり飛行機に乗るにはとてもお金

がかかるので、自分で飛行機を借り

て簡単に乗ることもできません。訓

練を続けていれば、訓練中は飛行機

に乗れる、訓練費用はかかるけれど、

もう少しフライトしていたいと思い

ました。

ただ、ぼーっとしていても、時間

だけが過ぎていくので、エアライン・

パイロットを目指すことも視野に入

れるようになりました。エアライン

へ就職するには、私が持っている免

許だけではまだ行けません。必要な

ライセンスを取得して、もう少しパ

イロットとしての幅を拡げたいと思

いました。パイロットとして生きて

いくということ自体は、その頃にも

う決めていたのだと思います。そし

て、その後「計器飛行証明」の取得

を目指すのですが、これはエアライ

ン・パイロットになるために必要な

資格です。

ここから新たな目標としてエアラ

インを目指し始めました。

計器飛行証明について説明します

と、例えば、天気が良ければ外を見

て飛行機を飛ばすことで、今どこに

いるのか分かるのですが、雲の中に

入ってしまうと、自分がどこを飛ん

でいるのか分からなくなります。で

も、計器飛行が出来れば、雲の中で

も常に自分の位置や、進路が確認で

きるので、どんな天気でも飛んでい

けます。そのために与えられる資格

です。

エアラインの就職には、このライ

センスが必要です。
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訓練自体は２か月ぐらい、学科試

験の勉強をして半年後ぐらいに、計

器飛行証明取得試験を受験しました。

実力不足で一度目は落ちてしまいま

したが、２００１年に受け直し合格

しました。その年の１２月に今の会

社であるJ-AIRに採用されました。

J-AIRに入社

当時、広島に会社があり、ジェッ

トストリーム（ＪＳ）３２という飛

行機を飛ばしました。しかし、入社

したからといって、明日から「副操

縦士」として飛んでいいよという訳

にはいかず、訓練が始まります。やっ

と訓練が終わってライセンスが取れ

たかと思ったら、また訓練です。い

つになったら仕事ができるのだろう

という感じですが。それには、ＪＳ

３２という飛行機の資格を取らない

といけないのです。飛行機はライセ

ンス（免許）を取れば、何でも乗れ

るかといいますと、そうでもないの

です。飛行機によってシステムも違

いますし、飛行機の形によって特性

も違います。機種ごとにその飛行機

の特性を熟知して、その飛行機が飛

ばせる証明が要ります。そのための

ライセンスを取るために訓練をしま

した。しかし、ライセンスを取得し

ましたが、飛行機の操縦ができれば

お客さまを乗せて飛べるかといいま

すと、できません。今度はお客さま

を乗せて飛ぶ訓練を行います。最終

的に審査を受け入社から約半年後、

副操縦士に昇格しました。

これがＪＳ３１型です。プロペラ

でエンジンが２つ付いた１９人乗り

の飛行機です。この飛行機はエアラ

インの飛行機として、お客さまを乗

せて飛ばすのですが、客室乗務員は

乗務しない機材でした。

２００２年の夏に副操縦士発令を

受けたのですが、初フライトは広島

西から出雲へ向かう便、１５時５０

分発、これは取材がきました。女性

パイロットがすごく珍しかったので

す。エアライン・パイロットとして
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は８人目、J-AIRでは３人目だった

のですが、これは産経新聞の写真だっ

たと思います。

女性パイロットの苦労

この南中学校の生徒４００人くら

いの中で、女性が８人というのは、

だいぶ少ないなという感じがすると

思いますが、何千人というパイロッ

トの中でも、８人しかいないという

ことで、当時はいろいろな苦労があ

りました。１０年以上前ですが、当

時の制服は男性用しかありませんで

した。女の子が男の子の着ている制

服を、無理やり着せられて仕事をす

るというとどうでしょうか。どうし

ても注目されてしまいます。あまり

好きではなかったのですが、取材も

ありました。空港でもけっこう声を

かけられます。お客さまから、直接

「女の子が操縦する飛行機は不安や

わ。」と言われてしまうこともあり

ました。その当時は、男性社会と思

われた時代だったので、女性パイロッ

トへの理解は進んでいませんでした。

ここで改めて、女性をパイロットと

して受け入れる環境は、なかったの

だなと実感しました。

機長になるまで

そんなこんなで副操縦士として、

しばらく飛んでいたのですが、昇格

の翌年、私が乗っていた１９人乗り

の飛行機が退役してしまいました。

これは最後のセレモニーで「さよな

らＪＳ」と書いてあります。

飛ばせる飛行機が退役してしまっ

たので、自分が飛ばす飛行機を変え

ないといけないということになりま

す。これが今、私が乗っているＣＲ

Ｊ２００型です。飛行機毎にライセ

ンスが必要となります。副操縦士に

昇格したかと思えば、また訓練とい

うことです。この写真は昔のデザイ

ンで、今とは少し違います。約半年

くらい訓練をして、また試験を受け
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て、飛行機の免許を取って、また副

操縦士として乗務して、７～８年の

経験を積んで、やっと機長昇格をし

ました。

機長になるまでは、また訓練の日々

です。また勉強して、能力を確認さ

れて、今度は国家試験を受けて、受

けたと思ったら、また訓練をして、

最終的に機長認定審査を受けるので

す。訓練に入って１年ぐらいずっと

訓練、訓練で、やっと機長になりま

した。今は副操縦士の経験は約６年

で機長への昇格訓練を行います。

皆さん、副操縦士と機長は、何が

違うかご存知でしょうか。まず、見

た目として制服からちょっと違いま

す。私の袖には４本の線が付いてい

るのですが、副操縦士の間はこの線

は３本です。空港などで２人パイロッ

トが歩いていて、「どちらが機長さ

んかな」と思ったとき、「こちらの

人の方が年上みたいだから、この人

が機長さんかな」と思うと、意外と

違ったりします。あと帽子もツバの

ところのデザインが違います。ちょっ

と機長の方が派手になっています。

そのあたりを見ていただいたら、見

た目でも違うことが分かります。

では機長とは何者かなというと、

法律では定義されていないのです。

「機長とはこういう人です」と書か

れていません。ただ、法律で飛行機

を操縦している最終責任者として、

権限と義務が与えられています。一

つ例をあげてみます。

権限とは何かといいますと、飛行

機の中でちょっと良くないような行

動をしている人、犯罪に近いような

行動をしている人がいるとすると、

機長の指示でその人を拘束すること

ができます。拘束がどんなことかと

いうと、特殊な紐のようなものを使っ

て、手を縛ったり、椅子にくくりつ

けたりすることができます。一般の

人は、そのようなことはできません。

できませんから、警察を呼んで何と

かしてもらうことになります。しか

し、飛行機の中では、何かあって警

察を呼んでもすぐに来てもらえませ

んので、このような権限が機長に与

えられています。

義務というのは、これも一つ例を

あげますと、飛行機で残念ながら何

か事故が起こってしまったきに、お

客さまが怪我をしたり、動けない状

態でいるのに、機長が何もせずに逃

げることは許されません。最後まで

最善を尽くさなければなりません。

その義務を怠ったら、法律で裁かれ

ることになります。権限と先程言い

ましたが、「悪いことをしたら捕ま
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えていいですよ」というわけではな

く、これも厳しい縛りがあり、決まっ

た手順に則ってやらないと、法で最

終的に裁かれてしまうのです。それ

ゆえ、訓練が厳しくて長くなります。

そのような長い訓練ですが、私を

支えていたものがありました。まず

は自分が負けず嫌いであったという

ことです。そして、応援してくれる

人もたくさんいました。自分も頑張っ

ていたし、先輩も同じような道を通っ

ています。皆さんも中学１年生から

３年生までいる中で、１年生が頑張っ

ていると３年生の人が指導してくれ

たり、助けてくれたりしますよね？

それと似たようなものです。

そして、次にアメリカへ行ったと

き、空を飛ぶことがすごく楽しいこ

とだということがずっと心の中にあっ

たので、訓練自体が嫌になるという

ことはありませんでした。辛い経験

はたくさんありましたが、空を飛ぶ

ことそのものが楽しいという思いが

あったので、その気持ちにも支えら

れていました。あとは、解放された

いと思っていたし、いつかこの訓練

は終わることを知っていました。

無事審査の訓練を乗り越えまして、

２０１１年９月１日、機長に発令さ

れました。これも誰かが写真を撮り

に来てくれまして、このような写真

があります。初フライトで伊丹から

熊本に飛んだときには、何と空港ス

タッフ全員が女性でした。隣にいる

のは副操縦士です。確認整備士も女

性です。右の女性は客室乗務員です。

あとは地上のスタッフですが、関連

スタッフも女性です。それだけ、会

社も女性パイロットの誕生、女性機

長の誕生ということには力を入れて

いる、と思っていただければよいと

思います。

自分自身を振り返って

ここまで、話が長くなりましたが、

こうして今に至ります。ここまで自

分自身を振り返りまして、様々な経

験を通して、こんなふうに思ってい

ます。続けてきたからこそ、夢を叶

えることができました。また、苦手

なことを積極的に取り組むようにな

りました。あとは、何かあったとき

に、いつまでもクヨクヨしない、ク

ヨクヨしていても時間が過ぎるだけ
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です。こんなふうに思えるようにな

りました。そして自分が頑張りたい、

自分は頑張らなければならないとい

う理由がたくさん出てきました。諦

めない気持ちの原点は、中学・高校

と続けてきたソフトボールだと今で

も本当に思っています。かなり練習

は辛かったです。楽しいことより辛

いことの方が多かったと思います。

高校時代の部活の友達と会って話す

のですが、「あの時辛かったね」と

いう話しかありません。「あの時楽

しかったね」、「あれ楽しかったな」

というのは殆どないと思います。

「あれ辛かったなあ」、「あれ苦し

かったなあ」、「雨のあの日最悪やっ

たなあ」そんな話ばかりです。それ

ほど苦しいことがたくさんありまし

た。でもやはり練習したら、苦しん

できた結果として、自分自身の技術

や力が向上しました。苦しくても６

年間、中学１年生から高校３年生ま

でやめることなく続けてきたという

経験があるので、「自分はやればで

きるようになる」ということと、

「どんなに辛くても最後まで自分は

やりきることができる」という思い

が、自信につながりました。今でも、

その自信は持っています。

そして、「何事もやってみないと

分からない」ということを皆さんに

お伝えしたいと思います。私はすご

く人見知りでした。子どもの頃から

人見知りで、前に出るのが嫌で、し

かし一旦出始めたら早いのですけれ

ど。恥ずかしがり屋、めんどくさが

り屋、なるべく楽をしたいなという

のが根本にあるのですが、苦手なこ

ととか、やりたくないなと思ってい

ることは、できれば避けたいと思っ

ていました。でも一歩踏み出してみ

ると、意外と楽しいとか、このよう

な自分がいたんだなとか、すごい成

長したなと後々思うことがたくさん

ありました。どんな経験でもそうだ

と思います。今も、これはやりたく

ないな、人前で喋るのは、恥ずかし

いので、講演などはどうかな、と初

めは思うのです。誰でも悩んだり、

挫折したりすることはあります。

自分の経験の中で上手くいかない

ことがあったとき、これだけ頑張っ

ているのにどうして自分だけが、こ

んなに苦労するだろうなとか、努力

しても報われないのと違うかなと思っ

たりします。例えば皆さんが、部活

をやっていて、一生懸命練習して、

ちょっと上手くなったなと思っても、

周りの人も上手くなっているので、

他人と比べると自分はまだまだだと

か、何となく努力しても報われない

のだと思ったりすることもあると思

います。でも、それは皆同じです。

まだ、人生で一回も挫折したり、悩
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んだりしたことがないという人は多

分いないと思います。もしいるとし

ても、いつか悩んだり、壁にぶち当

たってしまったりするとが、きっと

誰にでもあります。今、世界で活躍

しているスポーツ選手も皆同じよう

な悩みや挫折があるはずです。しか

し、クヨクヨするよりも、「次、自

分は何をしよう」と考えた方が良い

です。とは言うものの、実際はなか

なか難しいと思います。それでも考

え続けていれば、次はこのようにやっ

てみようとか、ずっと悩んでいたけ

れどこうやれば解決できるかもしれ

ないという感じで、答えが必ず見え

てきます。

最後に、自分を支えてくれる人や

先輩がいて励ましてくれますが、自

分が一生懸命に頑張っていたら、気

づくと自分だけの夢だったはずが、

応援してくれる皆の夢にもなってい

きます。私が機長になりたいという

のを、皆が応援してくれて、力を貸

してくれていたということです。自

分だけのものではなくなります。忘

れてはいけないことは、感謝と恩返

しの気持ちです。くじけそうになる

ことは何回もありました。応援して

くれている皆がいる。応援してくれ

る皆のために、親のために先輩のた

めに。頑張れよと言ってくれる人が

いる、その人たちの喜ぶ顔が見たい、

こんなふうに思ってまた自分が一生

懸命やって、また誰かが応援してく

れます。皆さんも頑張っていれば先

輩たちが必ず見ていて、応援してく

れます。後輩も先輩の頑張りを見て

いると、更に応援したくなるのと同

じことです。

今後の展望

私自信は機長になったら、これで

終わりかといいますと、そうではあ

りません。最後に夢と展望というこ

とで、これからのことをお話ししま

す。

仕事につては、先に責任とか義務

が与えられると言いましたが、当た

り前のことですが、これは一生つい

てまわるものです。あと自分に求め

られるものは、後輩の育成です。機

長として、副操縦士が機長になるた

めの指導や会社に入っている訓練生

を指導したりしています。そのよう

な人たちを育てていく役割も本当は、

自分たちが担っていくことです。あ

とは先程話しましたが、今乗ってい

る飛行機から、また新しい飛行機へ

の移行訓練があります。また、その

タイミングで訓練をしないといけな
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いのです。国家試験が一生付いて回

ります。同じ飛行機にずっと乗り続

けても、年に３回の訓練と年に２回

の試験・審査を必ず受けないといけ

ないことになっています。実は、パ

イロットとはそのような職業です。

とは言え、やっぱり休暇には、ちょっ

と遊びに行こうということで、旅行

が大好きなので、旅の計画を立てた

りするのが楽しみであります。これ

も一つの夢かなと思います。中学生

の頃、夏休みなんかでホームステイ

とか、どこか外国に行く人を、すご

いな、尊敬するな、私にはできない

なと思っていました。ところが、飛

行機の免許をアメリカに取りに行く

ために留学したのをきっかけに、い

ろんな所を見てみたいなと思うよう

になりました。訓練中以外は、旅行

とかに行きました。これらの写真は、

去年訪れたところです。サンフラン

シスコ、カリフォルニアの方で思い

出の旅として行きました。南フラン

スで、見たことのない風景を見まし

た。今年２月には南米に行きました。

ご存知の方もいるかも知れませんが、

マチュピチュに行ったのです。これ

はボリビアにあるウユニ塩湖で、地

面が塩で出来た湖です。こんな感じ

で世界にある色んな所を旅するとい

うことは、仕事とは別の夢です。い

ろいろ頑張っていれば、このような

ご褒美があるということです。
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少し遊びの話ばかりしてしまいま

したが、この写真は、今J-AIRで飛

ばしている７６人乗りのエンブラエ

ル１７０です。あと２～３年後ぐら

いまでには、私もこの飛行機に機種

移行訓練ということになります。

その後、なんと、この飛行機の納

入がこの秋に決まりました。三菱Ｍ

ＲＪという飛行機です。日本製の飛

行機です。あまりピンと来ないかも

知れませんが、ＹＳ１１という昔々

古い日本製のプロペラ機が飛んでい

たのですが、それに続いて日本の旅

客機としては、2機種目になります。

これはオリンピックが終わる２０２１

年から順次会社に入ってくるので、

また１０年ぐらいしたら、この飛行

機に乗るための訓練をしないといけ

ないということになります。ずっと

訓練と試験はこれから先も続きます。

メッセージ

最後に皆さんへメッセージという

か、あまり偉そうなことは言いたく

ないのですが、まず1つ目ですが、

これから中学３年生の皆さんは受験

で、自分たちの進路を決めていくこ

とになります。１０代ぐらいの時の

経験というのは、一つひとつ自信に

つながります。小さいことでいいの

で、成功体験を積み重ねてください。

ちょっと難しいこと、もしんどいで

すが、とりあえず最後までやってみ

てください。面倒くさかったけど、

最後までできたと思うことでさえ、

自信にもなるし、最後までやりきれ

ることは、どんな小さいことでも大

切だと私は思います。ここに書いて

いますが、やはり夢とか目標を叶え

た人は、諦めずに続けた人というこ

とです。中学校、高校とずっと続け

て、プロ野球選手やサッカー選手に

なる人たちがいます。この間活躍し

た錦織選手とか小さい頃からずっと

最後まで諦めない能力は、必ずその

人たちには備わっていると思います。

そこに行くまで自分で続けている、

錦織選手も今度は優勝だと言ってい

ますが、きっと、その目標に達して

くれると思います。

２つ目は、両親や仲間に感謝して

ください。夢を叶えるというのは、

協力してくれる人が多ければ多いほ
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ど、早く近づきますからそういった

感謝を忘れずいたら、また協力して

くれる人がドンドン増えてきます。

最後に、夢を実現できる力を付け

ようということで、これもちょっと

偉そうで申し訳ないのですが、目の

前にある小さな目標をまず達成して

ください。将来、何になりたいのか、

そんなにまだ明確な目標を持ってい

ない人もいると思います。私も中学

生のときにここまで絶対これをやるっ

て宣言したものはなかったと思うの

です。これやりたいなと思ったこと

を、積み重ねていけば夢を叶える力

がついていきます。例えば、ソフト

ボールや野球をやっている人、他の

スポーツをしている人も、楽器とか

をやっている人もいると思いますが、

最初できなかったことが、だんだん

できるようになり、最終的に難易度

の高いこともできるようになってき

ます。それは自分が努力したからこ

そできたというもので、それを自信

にしてもらって全く問題はないです。

できなかったことができると言うこ

とは、勉強も同じことで、そういう

自信を付けてほしいのです。

そして最後までやり切る諦めない

心を持ってください。技術とか技量

が身に付くスピードは、皆それぞれ

違います。最後まで諦めず、やって

いれば、その目標が達成できるよう

になるには、どうしたらいいかを自

分で一生懸命考えて、工夫するよう

になります。夢の実現にはそういう

能力が必要になってくるし、自然と

身に付いてきます。

絶対にこれをやれば、夢が叶うと

いう方法は、正直ありません。私も、

そのような方法を皆さんに教えるこ

とは、残念ながらできません。皆さ

んが目指している夢とか目標は、バ

ラバラなので、これをやっておけば

というのはありません。でも最後に、

どうしたら自分の夢が叶えられるの

か、いつか自分自身で答えを出せる

日が来るはずです。コツコツ積み重

ねていれば、諦めない心でいろんな

工夫をして、自分できちんと答えが

出せると思います。今後、高校に行

くのか、大学に行くのか、働くのか、

いろいろな選択肢があるかと思いま

すが、どの選択肢を選んだとしても、

小さいことを積み重ねていくのだと

思いますので、中学校での経験をこ

れからも大切にしてほしいと思って

います。

ちょうど１時間になりました。長

い時間のご静聴ありがとうございま

した。
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